
【日時】令和８年６月７日（日） １４：００～１５：００

【会場】大和ミュージアム １Ｆ 大和ホール

（定員２５０名）

【講師】海上保安庁装備技術部長 梶田智弘 氏

1968年、京都府出身。
大阪大学大学院工学研究科船舶海洋工学専攻修士課程を修了し、運輸省に入省。海上技術安全

研究所企画部企画課長、日本造船技術センター技術開発部主任研究員、海上保安庁装備技術部船
舶課長などを歴任し、現在に至る。
船舶検査官としての経験を経て、国土交通省のほか関係機関において造船や船舶修繕に関する

行政に長年携わった。近年は海上保安庁の巡視船艇等の建造、修繕の現場を中心となって支え、
業務遂行のための根幹ともいえる、船艇をはじめとした装備の維持管理業務の指揮を執っている。

【日時】令和８年６月１３日（土） １４：００～１５：００
【会場】大和ミュージアム ４Ｆ 市民ギャラリー （定員６０名）

【講師】海上保安大学校准教授 小口瞳史 氏

平成27年海上保安大学校卒業。１年半の巡視船勤務を経て、山口大学大学院創成
科学研究科環境共生系専攻博士後期課程修了、現在に至る。
担当授業は舶用ディーゼルエンジン、プロペラなど。

聴講は申込制です。（入場無料）

講演申込み〆切 2026年5月27日（水）

左のQRコードから申込みをお願いします。

申込多数の場合は抽選とさせて頂きます。

公開授業申込み〆切 2026年6月1日（月）

公開授業は申込制です。右のQRコードから申込みをお願いします。
申込多数の場合は抽選とさせて頂きます。

（入場無料：但し大和ミュージアム常設展の観覧には別途観覧料が必要です）

QR

令和８年海上保安の日海上保安展－関連イベント－
６月のお知らせ

講 演
海上保安庁巡視船整備のあゆみ

～海を守る力の変遷～

科目：舶用機関概論
～東京タワーサイズの船を動かすエンジンの仕組みと歴史～公開授業

職員による展示解説
(ギャラリートーク)

【日時】6月14日(日)、21（日）の午前11時と午後2時から、
それぞれ30分程度、海上保安庁職員による展示の解説を行います。
(展示解説には申込みは不要です)

この他の６月の予定
公開授業・講演会

６月２７日【公開授業】船舶工学概論 ６月２８日【講演】海上保安庁海洋情報部長
を予定しています。詳細が決まりましたらSNS等でお知らせします
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